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１ 校内研修のねらい
  ○　職員の専門的力量を高めることを目的とする。
　○　職員の総力を集めて行われる研修は、子どもたちの望ましい変容を促し、学校教育目標の具現化を目的とする。

２ 校内研修の方針
  ○　共同研修を通して深め合う。
　○　全員で研究主題を設定し、教科、領域等の指導法の研究を通して仮説検証を行いながら、子どもの変容を求める。
  ○　研究授業・授業研究、環境の整備等を通して高め合うようにする。

３ 研究主題関連図
　学校教育目標
 一人一人を認め，支え合う心豊かな児童の育成
 基礎基本の確実な定着と向上に励む児童の育成
 困難なことにも負けないたくましい児童の育成
 　　　　　　　　　　　（やさしく　かしこく　たくましく）






　　　○　豊かな心をもつ子ども
　　　○　進んで考える子ども
　　　○　たくましい子ども
児童像




研究主題
「わかった」が実感できる授業の創造
 
～算数科における交流活動を取り入れた授業づくりを通して～

　


研究の仮説
　単元のねらいや児童の実態を踏まえ、交流活動を取り入れた授業づくりを工夫することで、児童は意欲的に学習に取り組み、「わかった」という達成感を高めることができるであろう。



　研究の方法
授　業　の　ポ　イ　ン　ト


【個に応じた指導の工夫】
○　個に応じたきめ細かな指導がある。

○　児童の実態に応じた教材の活用がある。

○　必要に応じた説明の話型の活用がある

○　学習してわかったことを自分の言葉でまとめさせている。

【授業づくりの工夫】
○　学習意欲・問題意識の持続ができる授業展開である。

○　効果的に交流活動の場を設定している。

○　教えるべきことや教師の指導の場が明確である。


【学習形態の工夫】
○　単元のねらいや児童の実態を考慮した少人数による学習形態を工夫している。

· ペア・グループ・全体など、交流活動における学習形態を工夫している。
















４ 研究内容
○「わかった」と感じられる学習過程・学習方法・学習形態を工夫
・　自分の考えを表現する場面や交流活動の設定
・　聞く・話す・書く力の育成
・　少人数のよさを生かした指導
　　

５ 組織と運営
（１）研究組織　学年部会

低学年部会

※７学年は各学年部会に分かれて入る。　　
中学年部会
研究推進委員会

　全体会
 校長

※ことばの教室、なかよし・あたご学級担当は適宜各部会に参加する。
高学年部会


授業研究部
　専門部会



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学力向上研究部

　　　　　　　　　　

（２）研究の運営
○　研究推進委員会は、校長・教頭・主幹教諭・教務主任・研究主任・研究副主任で構成し、研究の企画・運営を行い、各部の連絡調整を行う。 
○　部会は各学年部会を基本とするが、必要に応じて低・中・高学年などで話し合う。
○　授業研究部は、授業実践を中心に研究を行う。学力向上研究部は、子どもたちの実態調査や分析、学力や話す・聞く・書く力の育成を中心に研究を行う。
○　低中高学年部会で研究テーマの決定をし、主に指導法の研究、指導案の検討及び研究授業の企画開催を行う。
○　全体授業は低中高学年部会から各１回、部会授業を各１回計画して行い、
全体授業の指導案検討は全体会で行う。
○　研究授業は学年部による提案を基本とし、授業者に過度の負担がかからないように配慮する。

６ 年間研修計画

	 月
	     主　　な　　内　　容
	 月
	      主　　な　　内　　容

	 ４
	・研究計画
・研究組織作成
・仮説、研究内容の検討
	 ９
 10
 11
 12
	・指導案等作成及び検討
・授業実践
・授業研究
・指導案等作成及び検討

	 ５
	・低中高学年研究テーマの決定
・研究授業、専門部会計画
	
	

	 ６ ７
	・児童アンケート実施 
・指導案等作成及び検討
・授業実践　・授業研究
	 １

 ２
 ３
	・授業実践　・授業研究
・児童アンケート実施 
・研究の考察	
・研究のまとめ　等


	 ８
	 ・現職教育等
	
	



